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序いかにして主権国家からなる国際関係は秩序化され，各国相互の独立と
権利は保全されるのか。国際政治におけるこの大きな問いに対し，近代で
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204(204) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(１) esp. Sheehan, Michael [1996] The Balance of Power : History and Theory,
Routledge, p. 97 ; ハンス・J・モーゲンソー [1998]『国際政治―権力と平
和』(現代平和研究会訳，福村出版).
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(４) cf. 岸野 [2012a] Ⅲ章；岸野 [2012b] Ⅲ章.
(５) Robertson, John [1993] “Universal monarchy and the liberties of Europe:
David Hume’s critique of an English Whig doctrine” in Phillipson, Nicholas and
Skinner, Quentin (eds.) Political discourse in early modern Britain, Cambridge
University Press, pp. 3712 ; Robertson, John [2009] The Scottish Enlighten-
ment and the Militia Issue, J. Donald Publishers Ltd., pp. 702.
(６) 具体的には,『ザ・フェデラリスト』への影響などが指摘されている
(cf. Spencer, Mark G. [2010] David Hume and Eighteenth-Century America,
University of Rochester Press ; Burgess, Michael [2006] Comparative Federal-





















206(206) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(８) ヒュームの政治経済学や道徳・政治論を主題とする Forbes, Duncan
[1975] Hume’s Philosophical Politics, Cambridge University Press, Stewart,
John B. [1963] The Moral and Political Philosophy of David Hume, Greenwood
Press, Harrison, Jonathan [1981] Hume’s Theory of Justice, Clarendon Press，
Miller, David [1984] Philosophy and Ideology in Hume’s Political Thought,
Oxford University Press, Whelan, Frederick G. [1985] Order and Artifice
in Hume’s Political Philosophy, Princeton University Press, McArthur, Neil
[2007] David Hume’s Political Theory : Law, Commerce, and the Constitution of
Government, University of Tronto Press, Hardin, Russell [2007] David Hume:
Moral and Political Theorist, Oxford University Press, Schabas, Margaret &











[1995] “Robertson, Hume, and the Balance of Power”, Hume Studies, Vol.
XXI, No. 2, 山内峰行 [1994]「ヒュームの勢力均衡論について」『岡山大
学教育学部研究論集』第97号)。犬塚の研究では，ヒュームの勢力均衡や
国際政治の論説は，｢完全共和国案」についての議論の中で補助的に取り
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トソン (William Robertson) とヒュームの歴史論を中軸とした言説比較に
終始し，後者は国際政治論の観点からの解明を目的としていない。もっと
も，山内の論文は,『人間本性論』などにみる哲学的著述とヒュームの広

































(“Of the balance of power”) の摘要を示し，彼が論じた勢力均衡の目的と
意味を指摘して，同論と関連する政治哲学の他の論説について確認する。


















208(208) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(11) 完全共和国案に「勢力均衡」をみる解釈として，ジョン・ロバートソ
ンの論考があるが，そこでは一文だけが示唆的に記されているのみである
(I・ホント & M・イグナティエフ 編著 [1990]『富と徳―スコットランド
啓蒙における経済学の形成』(水田洋・杉山忠平 監訳，未來社) 275頁)。
なお，ウィランは，ヒュームとマキャヴェリの比較考察において，完全共
和国案と勢力均衡論に各々触れている (Whelan, Frederick G. [2004] Hume
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(12) 当該論集を含め，ヒュームの政治・経済・道徳・社会・文化・文芸・
学術についてのエッセイや論文を纏めた Essays, Moral, Political, Literary
が現在も出版されている。このエッセイ集・『政治論集』の刊行履歴と，




(13) cf. 坂本 [1995] 18995頁.
(14) なお，次章で取り扱う論説「完全な共和国についての一案」もまた，
初版より同論集に所収されており，同書の末尾を飾っている。






岸野による。( ) は原文であり，[ 〕は岸野による補足である。また，ヒュー
ムの『人間本性論』(A Treatise of Human Nature ; 以下，THN と略記) の
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(16) Butterfield, Herbert and Wight, Martin (eds.) [1966] Diplomatic Investi-
gations : Essays in the Theory of International Politics, G. Allen & Unwin, pp.
1323 ; Wright, Moorhead (ed.) [1975] Theory and Practice of the Balance of
Power 14861914 : Selected European Writings, J. M. Dent & Sons LTD., p. 59 ;
Sheehan [1996] p. 4 ; Paul, T.V., Wirtz, James J., and Fortmann, Michel (eds.)
[2004] Balance of Power : Theory and Practice in the 21st Century, Stanford





(Paul et al. (eds.) [2004] p. 29)。加えて，ヒューム前後の時代における
著名な勢力均衡論の論集を編纂したムーアヘッド・ライトは，ヒュームを
「疑いなく，勢力均衡というテーマについて最も有名な理論家」と評して
いる (Wright [1975] p. 59)。なお，ここで解する「勢力均衡の原理」は自
然的な一般原理を意味するわけではない (cf. 森 [2010])。
(18) 近代のみならず「古代ギリシアにおいても勢力均衡が理解されていた」
とするヒュームの勢力均衡論については，ウィランも勢力均衡の議論への





























ることが多い (cf. esp. Wright [1975]; Whelan [1995] p. 325)。西欧地域に
特化せず世界史の全体から分析を行う研究 (ex. Kaufman, Stuart J., Little,
Richard and Wohlforth, William C. (eds.) [2007] The Balance of Power in




(distribution of power) の必要性をポリュビオスが語っていたとされ，近
代以後の均衡概念と弁別されている (Butterfield and Wight (eds.) [1966]
p. 132)。
(20) “Of the Balance of Power”, in Essays, p. 332.
(21) Ibid., p. 3324.
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(23) Ibid., p. 334.




(26) Hieron II ; Hiero II of Syracuse, 308215 BC.
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(28) Ibid.
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(32) Robertson, John (ed.) [2006] A Union for Empire : Political Thought and
the British Union of 1707, Cambridge University Press, pp. 3762.
(33) 森 [2010] 17481頁.
(34) cf. Bosbach, Franz [1998] “The European Debate on Universal Monarchy”
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美 [1997]「世界君主制の思想史ノート―「合邦問題」のひとつの歴史





論との思想的な連接関係を論じている (高橋 [2003] 55764頁)。バーク
の勢力均衡論は，諸国の完全な分離と対外的主権を前提とするものではな
く,「介入」の論理を内在するものであり，そこに断片的ながら「存在の





(36) モーゲンソー [1998] 200頁；高橋 [2003] esp. 54968頁.
(37) “Of the Balance of Power”, in Essays, p. 338.







































216(216) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(40) 例えば，森も上の一文を参照して，同じ解釈を提示している (森
[2006] 49頁)。
(41) 勢力均衡の近代における重要な論者 (モーゲンソー [1998] 2001 頁)
と評されるフランシス・ベーコンも，戦争を肯定する勢力均衡の論理を提
示していたとされる。ウィランは，ベーコンの議論をヒュームの勢力均衡
論との関連で紹介し若干の考察を加えている (Whelan [1995] p. 327)。
(42) 高坂 [1978] 12頁; 竹本 [1990b] 32頁；Whelan [2004] p. 133；高橋
[2003]；森 [2006] 44, 49頁.
(43) “Of the Balance of Power”, in Essays, pp. 3389.



















あまりに巨大な君主国 (Enormous monarchies) は，恐らくそれが発
論
説
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(45) Ibid., p. 339.










































(48) “Of the Balance of Power”, in Essays, pp. 3401.




ヒュームは考えていたと述べている (高坂 [1978] 11頁)。高橋の論文に
おいても,「｢巨大な君主制国家」が普遍的君主国に当たるものと理解する
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であった」(Robertson [1993] p. 355) と論じられている。
(51) “Of the Balance of Power”, in Essays, pp. 3401.
(52) ｢帝国の崩壊」への視点は，ヒュームの初期の覚書と，後年に出版を
取りやめた論説「歴史研究について」(“Of the Study of History”) のなか
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(53) “Of the Populousness of Ancient Nations”, in Essays, pp. 45860.





















認めてしかるべきなのである」｢また巨大な都市 (Enormous cities) は，






……そしてそのような小規模共和国 (small commonwealths) や，そのよ
うな市民間の富の対等性以外に，より多く繁殖の徳 (the prolific virtue)
を与えるものは何もないのである。すべての小規模国家 (small states) は，
自然に富の均等性 (equality) を生む。何故なら，多大な富の増大にかかわ
る機会をそうした国家ではほとんど与えられないからである。そして，小
規模共和国はその本質である権力と権威の分立 (that division of power and
authority) によって, より一層そうなのである」(Ibid., p. 401) と, ヒュー
ムは論じている。なお，当該引用部からは，ヒュームが「共和国」(com-
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(57) “Of Refinement in the Arts”, in Essays, p. 278 ; cf. “Of the the First Prin-
ciples of Government” in Essays, pp. 356.
(58) “Of Refinement in the Arts”, in Essays, p. 276.
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とはないため，権力者の国民に対する権威は容易に保たれうるし，そうし
た権威の誇示のための費用負担が可能なほどの財力を有しているためであ
ることを挙げている。また他方，小規模の統治 (small government) では，
悪政はすぐに国中に行き届くため，そうした権力の増大に歯止めがかかり
やすいと論じている (Ibid.)。
(61) Ibid., p. 121.










































大規模な国家 (large state) は，共和国 (a commonwealth) として形
成されることが決して不可能であり，そうした政府の形態はただ，都
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(66) Ibid.
(67) Ibid., pp. 5124.
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(70) “Idea of a Perfect Commonwealth”, in Essays, p. 516.
(71) Ibid., pp. 5167.
(72) Ibid., pp. 517, 5223.
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(73) Ibid., p. 516.
(74) Ibid.
(75) Ibid., p. 517.
(76) Ibid., p. 520.
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(79) Ibid., p. 517.
(80) Ibid., p. 520.
(81) cf. esp. 犬塚 [2004，2005]
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(83) ヒュームはハリントンを引きつつ次のように述べて,「二院制」の意
義を示している｡「あらゆる自由な統治機構は，少数からなるものと多数
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(85) Ibid., pp. 5234.
(86) Ibid., p. 524.
(87) Ibid., pp. 5234.
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小規模共和国 (small commonwealth) は，それ自体の内部においては，
世界で最も幸福な統治機構である。何故なら万事が支配者の眼下にあ
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(92) cf. Ibid., p. 519.
(93) Ibid., p. 524.
(94) Ibid., p. 526.














最後に，広範囲の征服 (extensive conquests) が実行されれば，いか
なる自由な統治機構 (every free government) も滅亡せざるをえない。
そしてより完全な国家 (perfect governments) であるほど，不完全な
国家よりも，それに対して完全な国家がもつまさにその利点の故に，
その滅亡は早いのである。よってそのような完全な国家は，征服に反
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(96) Ibid., pp. 5201.
(97) cf. 田中秀夫 [2010]「解説｣，田中秀夫訳『ヒューム 政治論集』(京
都大学学術出版会)・所収，2967 頁，訳注６；ホント＆イグナティエフ
編著 [1990] 277頁. 思想史の観点からは，当時のスコットランドにおけ
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(99) ヒュームの正義論では,「基本法」とは統治権の第五の権原として論
じられていたものであり，時の権力者によっては変更できない「憲法」と
同義のものとして，彼はこの語を用いている (cf. THN 3.2.10.15)。
(100) 犬塚 [2004] esp. 13740頁.




































































































(105) cf. 田中秀夫 [1991]『スコットランド啓蒙思想史研究―文明社会と国
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(106) 『政治論集』の刊行以前に出版されたモンテスキューの『ローマ衰勢
原因論』(1734年) と，刊行以後に出版されたエドワード・ギボンによる
『ローマ帝国衰亡史』(177688年) の両著作が極めて有名である (cf. Rob-
ertson [1993])。
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(108) cf. “That Politics May Be Reduced to a Science” ; “Of the First Principles
of Government” ; “Of the Independency of Parliament” ; “Whether the British
Government Inclines More to Absolute Monarchy, or to a Republic” ; “Of Civil
Liberty” ; “Of the Rise and Progress of the Arts and Sciences” in Essays.




テムを享受しているのである」(The History of England, Book VI ; cf. 犬塚
[2004] 2439 頁) と評している。
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(111) ところで, ヒュームは，征服をなした場合，完全な国家はよりその滅
亡が早いと述べていたが，別の論説では「自由国家は属州に対して破壊的・
圧政的である」とする見解を提示している (“That Politics may be reduced





































めであり (cf. ハロルド・ニコルソン [1968]『外交』(斎藤眞・深谷満雄
訳，東京大学出版会) ; Berridge, G. R. [2002] Diplomacy : Theory and Prac-
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(113) ex. esp. 竹本洋 [1995]『経済学体系の創成―ジェイムズ・ステュワー
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(115) cf. esp. 豊下楢彦 [2007]『集団的自衛権とは何か』(岩波書店)
論説
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Balance of Power and Federation :




I. Balance of Power in International Relations
I.1. Balance of Power in the Classical World
I.2. “Universal Monarchy”, War and Balance of Power
I.3. Extensive Governments and Small Commonwealths
II. Balance of Power and “Federation”
II.1. The Feasible Idea of a Perfect Commonwealth
II.2. Balancing Federation : On Hume’s “Idea of a Perfect Commonwealth”
II.3. Federation and Foreign Relation
III. Balance of Powers and System of Diplomacy
III.1. States in Balance
III.2. Association and Division
III.3. System of Diplomacy
Postscript
